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〈
は
じ
め
に
〉

三
八
回
目
を
迎
え
る
今
回
の
社
会
経

済
視
察
は
、「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
よ
る
一
〇
〇
％
電
力
供
給
と
漁
業
・

酪
農
・
観
光
で
経
済
発
展
を
遂
げ
る
ア

イ
ス
ラ
ン
ド
と
、
Ｉ
Ｔ
最
先
端
国
と
し

て
世
界
の
注
目
を
集
め
る
エ
ス
ト
ニ
ア

を
視
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
六
月
三
〇
日

㈯
〜
七
月
八
日
㈰
の
日
程
で
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は
、
二
〇
〇
八
年
の

金
融
・
経
済
危
機
を
経
て
、
伝
統
的
な

主
要
産
業
で
あ
る
漁
業
・
酪
農
に
原
点

回
帰
す
る
と
と
も
に
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
よ
る
一
〇
〇
％
電
力
供
給
や
、

「
火
と
氷
の
島
」
と
言
わ
れ
る
豊
か
な

自
然
環
境
を
活
か
し
た
観
光
へ
の
取
組

に
よ
り
経
済
発
展
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
エ
ス
ト
ニ
ア
は
世
界
で
唯
一
、

国
政
選
挙
ま
で
ネ
ッ
ト
で
行
え
る
Ｉ
Ｔ

最
先
端
国
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。今

回
の
社
会
経
済
視
察
で
は
、
こ
の

二
ヵ
国
に
加
え
、
エ
ス
ト
ニ
ア
の
隣
国

で
あ
る
ラ
ト
ビ
ア
を
含
め
た
三
ヵ
国
を

訪
問
い
た
し
ま
し
た
。

視
察
で
は
ま
ず
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
を
訪

れ
、
重
要
な
観
光
資
源
で
あ
る
、
グ
ト

ル
フ
ォ
ス
瀑
布
、
ゲ
イ
シ
ー
ル
間
欠
泉
、

世
界
遺
産
に
も
な
っ
て
い
る
シ
ン
ク
ヴ

ェ
ト
リ
ル
国
立
公
園
な
ど
を
視
察
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
世
界
的
な
義
肢
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
オ
ズ
ー
ル
社
、
世
界
最
大

級
の
地
熱
発
電
所
で
あ
る
ヘ
ト
リ
ス
ヘ

イ
ジ
地
熱
発
電
所
、
食
品
加
工
用
機
械

メ
ー
カ
ー
の
マ
レ
ル
社
を
訪
問
し
ま
し

た
。次

の
視
察
先
で
あ
る
エ
ス
ト
ニ
ア
で

は
、
Ｐ
2
Ｐ
を
利
用
し
た
海
外
送
金
を

行
う
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
ワ
イ
ズ
社
、
Ｃ

Ｒ
Ｍ
（
顧
客
管
理
シ
ス
テ
ム
）
を
提
供

す
る
企
業
で
あ
る
パ
イ
プ
ド
ラ
イ
ブ
社

な
ど
の
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
や
、
政
府
施
設

で
あ
る
ｅ‐

エ
ス
ト
ニ
ア
・
シ
ョ
ー
ル

ー
ム
を
訪
問
し
ま
し
た
。
ま
た
、
世
界

遺
産
に
も
な
っ
て
い
る
タ
リ
ン
歴
史
地

区
の
視
察
も
併
せ
て
実
施
し
ま
し
た
。

一般社団法人 埼玉県経営者協会会報
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平
成
三
〇
年
度
埼
玉
経
協
・
海
外
社
会
経
済
視
察
団
視
察
報
告

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
一
〇
〇
％
電
力
供
給
と
漁
業・酪
農
・
観
光

で
経
済
発
展
を
遂
げ
る
『
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
』
と
、
Ｉ
Ｔ
最
先
端
国
と
し
て

世
界
の
注
目
を
集
め
る
『
エ
ス
ト
ニ
ア
』
を
視
る
」

オズール社にて（視察団全員で記念撮影）
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視
察
の
最
後
で
は
、
エ
ス
ト
ニ
ア
の

隣
国
で
あ
る
ラ
ト
ビ
ア
を
訪
問
し
ま
し

た
。
世
界
的
に
も
珍
し
い
ハ
イ
パ
ワ
ー

ド
ロ
ー
ン
を
開
発
・
販
売
す
る
ア
エ
ロ

ー
ン
ズ
社
を
視
察
し
た
ほ
か
、
数
世
紀

前
の
街
並
み
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
残
す
リ

ガ
旧
市
街
の
視
察
も
併
せ
て
実
施
し
ま

し
た
。

《
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
編
》

【
概
要
（
基
礎
デ
ー
タ
）】

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は
、
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
北
大
西
洋
上
に
位
置
す
る
共
和
制
の

国
家
で
す
。

産
業
の
分
野
で
は
、
水
産
業
及
び
水

産
加
工
業
が
盛
ん
で
、
水
産
物
輸
出
が

大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
地
熱
発
電
及

び
水
力
発
電
）
を
用
い
た
ア
ル
ミ
精
錬

な
ど
も
盛
ん
で
す
。
近
年
で
は
、「
火

と
氷
の
島
」
と
言
わ
れ
る
豊
か
な
自
然

環
境
を
活
か
し
た
観
光
業
が
好
調
で
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
は
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。

特
に
地
熱
は
発
電
の
ほ
か
、
各
家
庭
の

暖
房
や
温
室
栽
培
、
温
水
プ
ー
ル
等
に

も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
人
口
�
約
三
四
・
九
万
人

（
二
〇
一
七
年
十
二
月
時
点
）

�
面
積
�
一
〇
・
三
万
㎢

（
北
海
道
よ
り
や
や
大
き
い
）

�
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
�
二
二
九
・
七
億
ド
ル

（
二
〇
一
七
年
推
定
値
）

�
首
都
�
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク

�
言
語
�
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語

（
英
語
・
デ
ン
マ
ー
ク
語
も

広
く
使
わ
れ
て
い
る
）

〈
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
観
光
資
源
〉

一
時
は
金
融
立
国
を
目
指
し
た
ア
イ

ス
ラ
ン
ド
で
す
が
、
二
〇
〇
八
年
の
金

融
危
機
で
破
綻
状
態
に
陥
り
、
地
熱
資

源
の
利
用
や
観
光
産
業
の
振
興
へ
移
行

し
ま
し
た
。

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は
国
土
の
十
一
％
が

氷
河
で
覆
わ
れ
て
い
る
一
方
、
国
土
の

大
半
は
火
山
地
帯
で
地
熱
活
動
が
活
発

で
す
。
こ
の
「
氷
と
火
」
が
ア
イ
ス
ラ

ン
ド
独
特
の
豊
か
な
観
光
資
源
を
生
み

出
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
視
察
で
は
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
サ

ー
ク
ル
」
と
総
称
さ
れ
る
観
光
資
源
群

か
ら
、
グ
ト
ル
フ
ォ
ス
瀑
布
、
ゲ
イ
シ

ー
ル
間
欠
泉
、
シ
ン
ク
ヴ
ェ
ト
リ
ル
国

立
公
園
を
訪
れ
し
ま
し
た
。
ど
の
場
所

に
も
非
常
に
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て

お
り
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
観
光
産
業
の

成
長
を
伺
わ
せ
ま
し
た
。

◆
グ
ト
ル
フ
ォ
ス
瀑
布

グ
ト
ル
フ
ォ
ス
は
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド

語
で
「
黄
金
の
滝
」
を
意
味
し
ま
す
。

幅
は
七
〇
ｍ
、
落
差
は
三
二
ｍ
、
毎
秒

平
均
二
〇
〇
〇
ｔ
も
の
水
が
流
れ
落
ち

る
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
随
一
の
規
模
を
持

つ
滝
で
す
。

◆
ゲ
イ
シ
ー
ル
間
欠
泉

ゲ
イ
シ
ー
ル
は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
を
代

表
す
る
間
欠
泉
で
、
英
語
で
間
欠
泉
を

意
味
す
る
「Geyser

（
ガ
イ
ザ
ー
）」

の
語
源
で
も
あ
り
ま
す
。
数
分
お
き
に

あ
ち
こ
ち
で
間
欠
泉
が
噴
き
出
し
て
お

り
、
最
も
活
発
な
ス
ト
ロ
ッ
ク
ル
間
欠

泉
で
は
熱
湯
が
二
〇
ｍ
ま
で
噴
き
上
が

り
ま
す
。

◆
シ
ン
ク
ヴ
ェ
ト
リ
ル
国
立
公
園

シ
ン
ク
ヴ
ェ
ト
リ
ル
国
立
公
園
は
、

ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
と
北
ア
メ
リ
カ

プ
レ
ー
ト
が
生
ま
れ
る
場
所
で
す
。
ユ

ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
が
東
に
、
北
米
プ

レ
ー
ト
が
西
に
大
地
を
押
し
広
げ
、「
ギ

ャ
ウ
」
と
呼
ば
れ
る
大
地
の
割
れ
目
を

作
り
ま
す
。

ま
た
、
世
界
最
初
の
民
主
議
会
と
言

わ
れ
る
「
ア
ル
シ
ン
グ
」
が
開
催
さ
れ

た
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
評
価

さ
れ
、
文
化
遺
産
と
し
て
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
オ
ズ
ー
ル
社
訪
問
〉

オ
ズ
ー
ル
社
は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
を
拠

点
と
す
る
世
界
的
な
義
肢
パ
ー
ツ
の
メ

ー
カ
ー
で
す
。

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
企
業
は
ニ
ッ
チ
な
市

場
で
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
は
か
る
企
業

が
多
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、
義
肢
と
い

う
特
定
領
域
で
成
功
を
収
め
る
オ
ズ
ー

ル
社
は
そ
の
好
例
と
い
え
ま
す
。

当
日
は
、
広
報
課
長

シ
グ
ル
ボ
ル

グ
・
ア
ル
ナ
ス
ド
ッ
テ
ィ
ル
氏
か
ら
同

社
の
概
要
や
ポ
リ
シ
ー
等
に
つ
い
て
ご

説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
レ
ク
チ
ャ
ー
概
要

・
オ
ズ
ー
ル
社
は
、
一
九
七
一
年
創
業

の
義
肢
パ
ー
ツ
メ
ー
カ
ー
。

・
当
初
は
市
場
を
国
内
に
限
っ
て
い
たオズール社にて（シグルボルグ氏を囲んで記念撮影）

大地の割れ目「ギャウ」シンクヴェトリル国立公園

ゲイシール間欠泉 グトルフォス瀑布
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が
、
現
在
で
は
市
場
を
全
世
界
に
拡

大
し
て
い
る
。

・
従
業
員
数
は
三
〇
〇
〇
人
以
上
、
総

売
上
額
は
五
億
六
九
〇
〇
万
ド
ル

（
二
〇
一
七
年
）。

・
特
に
ス
ポ
ー
ツ
用
義
肢
で
は
世
界
ト

ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
る
。

・
取
り
扱
う
の
は
義
肢
の
他
、
変
形
性

関
節
症
（
Ｏ
Ａ
）
の
患
者
が
利
用
す

る
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
。

・
義
肢
の
開
発
は
主
に
ア
イ
ス
ラ
ン
ド

で
行
っ
て
い
る
。

・
義
肢
の
開
発
に
際
し
て
は
、
自
然
な

四
肢
と
同
じ
よ
う
な
も
の
に
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。

・
企
業
の
売
り
上
げ
に
占
め
る
義
肢
と

サ
ポ
ー
タ
ー
の
割
合
は
概
ね
同
程
度
。

・
現
在
、
神
経
に
接
続
し
手
指
が
可
動

す
る
よ
う
な
高
機
能
義
肢
を
開
発
し

て
お
り
、
五
〜
一
〇
年
内
の
実
用
化

を
目
指
し
て
い
る
（
バ
イ
オ
ニ
ッ
ク

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）。

・
企
業
と
し
て
Ｃ
Ｓ
Ｒ
も
積
極
的
に
推

進
し
て
お
り
、
環
境
、
人
権
、
労
働
、

腐
敗
防
止
へ
の
配
慮
、
世
界
各
国
で

の
社
会
奉
仕
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。

※
レ
ク
チ
ャ
ー
終
了
後
、
視
察
団
か
ら

は
、
日
本
市
場
へ
の
関
心
、
Ｒ
＆
Ｄ

比
率
、
障
害
者
雇
用
の
状
況
に
つ
い

て
な
ど
、
様
々
な
質
問
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

〈
ヘ
ト
リ
ス
ヘ
イ
ジ
地
熱
発
電
所
訪
問
〉

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
よ
り
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
の
電
力

供
給
を
実
現
す
る
世
界
で
も
珍
し
い
国

で
す
。
そ
し
て
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
電

力
発
電
に
お
い
て
は
「
地
熱
」
が
極
め

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

ヘ
ト
リ
ス
ヘ
イ
ジ
地
熱
発
電
所
は
ア

イ
ス
ラ
ン
ド
で
最
大
で
あ
り
、
同
時
に
、

世
界
最
大
級
の
地
熱
発
電
所
で
も
あ
り

ま
す
。

当
日
は
、
工
学
エ
ン
ジ
ニ
ア

ミ
ャ

オ
・
ユ
ウ
氏
よ
り
、
発
電
所
の
概
要
や

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
方
法
等
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ

き
ま
し
た
。

◆
レ
ク
チ
ャ
ー
概
要

・
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
り
、
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
の
電

力
供
給
を
ま
か
な
っ
て
い
る
。

・
う
ち
三
割
は
地
熱
発
電
に
よ
る
発
電
。

残
り
七
割
は
水
力
に
よ
る
発
電
で
あ

る
。

・
ヘ
ト
リ
ス
ヘ
イ
ジ
地
熱
発
電
所
は
、

世
界
第
二
の
規
模
を
誇
る
地
熱
発
電

所
。

・
最
大
で
三
〇
三
メ
ガ
ワ
ッ
ト
の
発
電

量
を
誇
る
。

・
発
電
は
ボ
ー
リ
ン
グ
で
掘
削
し
地
下

一
㎞
か
ら
蒸
気
を
吸
い
上
げ
、
タ
ー

ビ
ン
を
回
し
て
行
う
。

・
こ
こ
に
は
日
本
の
企
業
が
技
術
を
提

供
し
て
お
り
、
三
菱
重
工
製
二
基
、

東
芝
製
二
基
の
計
四
基
の
タ
ー
ビ
ン

が
発
電
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

・
電
力
の
他
、
温
水
も
生
み
出
し
て
お

り
、
二
七
㎞
離
れ
た
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク

ま
で
供
給
し
て
い
る
。

・
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
に
運
ば
れ
た
温
水
は

ペ
ル
ト
ラ
ン
と
呼
ば
れ
る
貯
蔵
施
設

に
貯
蔵
さ
れ
、
こ
こ
か
ら
各
家
庭
に

温
水
が
供
給
さ
れ
る
。

※
レ
ク
チ
ャ
ー
終
了
後
、
視
察
団
か
ら

は
、
温
水
を
輸
送
す
る
パ
イ
プ
の
構

造
や
地
熱
発
電
導
入
の
際
の
環
境
負

荷
の
多
寡
に
つ
い
て
な
ど
、
様
々
な

質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

〈
マ
レ
ル
社
訪
問
〉

魚
類
は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
主
要
な
輸

ヘトリスヘイジ地熱発電所にて
（ミャオ氏を囲み記念撮影）

日本製タービン 温水を輸送するパイプ

オズール社製義肢

発電施設からは蒸気が噴き上がり続ける
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出
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。
マ
レ
ル
社
は
、

魚
肉
を
含
め
た
食
品
の
加
工
用
機
械
の

製
造
を
行
う
企
業
で
す
。

当
日
は
、
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
カ
ウ
ン
シ
ル

ア
ル
ニ
・
シ
グ
ル
ヨ
ン
ソ
ン
氏
か
ら
同

社
の
概
要
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
い

た
後
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー

ス
テ
ラ
・
ビ
ョ
ル
グ
・
ク
リ
ス
テ

ィ
ン
ス
ド
ッ
テ
ィ
ル
氏
か
ら
同
社
の
魚

肉
の
加
工
用
機
械
部
門
の
取
組
等
に
つ

い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
レ
ク
チ
ャ
ー
終
了
後
は
、
魚

肉
の
加
工
用
機
械
工
場
の
見
学
も
実
施

し
ま
し
た
。

な
お
、
マ
レ
ル
社
訪
問
時
に
は
、
ア

イ
ス
ラ
ン
ド
日
本
国
大
使

北
川

靖

彦
氏
に
ご
同
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
レ
ク
チ
ャ
ー
概
要

・
マ
レ
ル
社
は
、
一
九
八
三
年
創
業
の

食
品
加
工
用
機
械
の
製
造
を
行
う
企

業
。

・
食
品
の
付
加
価
値
を
上
げ
る
う
え
で

加
工
は
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
に
な
る
。

・
十
二
人
で
始
ま
っ
た
従
業
員
数
は
、

現
在
約
五
四
〇
〇
人
。

・
三
〇
ヵ
国
以
上
に
事
務
所
を
構
え
営

業
を
行
っ
て
い
る
。

・
世
界
の
人
口
は
未
だ
増
え
続
け
て
お

り
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
食
品
加
工

会
社
も
増
え
る
。
拡
大
し
て
い
く
市

場
の
中
に
い
る
企
業
で
あ
る
。

・
当
初
は
魚
肉
の
加
工
用
機
械
か
ら
始

ま
り
、
現
在
は
鶏
肉
や
豚
肉
の
加
工

用
機
械
も
製
造
し
て
い
る
。

・
二
〇
一
七
年
の
受
注
は
前
年
比
十
三

％
増
の
十
一
億
四
四
〇
〇
万
ユ
ー
ロ

と
成
長
を
続
け
て
い
る
。

・
Ｍ
＆
Ａ
な
ど
も
行
い
な
が
ら
成
長
を

続
け
て
い
る
。

・
マ
レ
ル
の
食
品
加
工
機
械
はInnova

と
呼
ば
れ
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
管
理

さ
れ
、
原
材
料
受
領
か
ら
加
工
、
製

品
の
完
成
ま
で
一
貫
し
た
生
産
管
理

が
可
能
。

・
未
来
は
予
測
す
る
も
の
で
は
な
く
、

顧
客
と
一
緒
に
作
り
上
げ
て
行
く
も

の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

※
レ
ク
チ
ャ
ー
終
了
後
、
視
察
団
か
ら

は
、
Ｍ
＆
Ａ
の
目
的
に
つ
い
て
な
ど
、

様
々
な
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

《
エ
ス
ト
ニ
ア
編
》

【
概
要
（
基
礎
デ
ー
タ
）】

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
か
ら
飛
行
機
を
乗
り

継
ぎ
、
Ｉ
Ｔ
最
先
端
国
で
あ
る
エ
ス
ト

ニ
ア
に
向
か
い
ま
し
た
。

エ
ス
ト
ニ
ア
は
バ
ル
ト
海
と
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
湾
に
接
す
る
共
和
制
国
家
で
、

バ
ル
ト
海
東
岸
に
南
北
に
並
ぶ
バ
ル
ト

三
国
の
中
で
、
最
も
北
の
国
で
も
あ
り

ま
す
。

Ｉ
Ｔ
立
国
を
国
策
と
し
て
進
め
て
お

り
、
ネ
ッ
ト
上
で
の
選
挙
投
票
や
確
定

申
告
、
会
社
設
立
、
電
子
カ
ル
テ
な
ど

の
先
進
的
な
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
な
お
、
国
政
選
挙
ま
で
ネ
ッ
ト
上

で
行
え
る
世
界
で
唯
一
の
国
で
す
。

�
人
口
�
約
一
三
二
万
人

（
二
〇
一
七
年
一
月
時
点
）

�
面
積
�
約
四
・
五
万
㎢

（
日
本
の
約
九
分
の
一
）

�
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
�
二
〇
九
億
ユ
ー
ロ

（
二
〇
一
六
年
）

�
首
都
�
タ
リ
ン

�
言
語
�
エ
ス
ト
ニ
ア
語

（
英
語
・
ロ
シ
ア
語
な
ど
も

使
わ
れ
る
）

〈
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
ワ
イ
ズ
社
訪
問
〉

Ｉ
Ｔ
立
国
化
を
国
策
と
し
て
進
め
る

エ
ス
ト
ニ
ア
で
は
多
く
の
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
企
業
が
活
動
し
て
お
り
、
ト
ラ
ン

ス
フ
ァ
ー
ワ
イ
ズ
社
も
そ
の
一
つ
で
す
。

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
ワ
イ
ズ
社
は
Ｐ
2

Ｐ
を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
海
外
送

金
や
支
払
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
企

業
で
す
。

当
日
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
カ
ス
タ
マ
ー
サ

ー
ビ
ス
担
当
者

ロ
マ
ン
・
ポ
ト
ス
キ

新市街（左）と旧市街（右）。エストニアは近代的な建造物と中世の建造物が混在する。

作業フロアーの様子

魚肉の加工用機械工場を視察

視察団の質問に答えるステラ氏（左）とアルニ氏（右）
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ー
氏
か
ら
、
企
業
の
概
要
や
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
等
に
つ
い
て
、
ご
説
明
い
た
だ

き
ま
し
た
。

◆
レ
ク
チ
ャ
ー
概
要

・
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
ワ
イ
ズ
社
は
二
〇

一
一
年
に
起
業
さ
れ
た
。

・
会
社
の
宣
伝
を
し
た
こ
と
は
あ
ま
り

な
く
、
口
コ
ミ
で
顧
客
を
獲
得
し
て

き
た
。

・
ロ
ン
ド
ン
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
リ

ン
な
ど
、
世
界
八
ヵ
国
に
事
務
所
を

構
え
て
お
り
、
従
業
員
数
は
一
〇
〇

〇
人
以
上
。

・
現
在
の
顧
客
数
は
三
〇
〇
万
人
以
上

で
、
一
ヵ
月
に
二
〇
億
ポ
ン
ド
を
送

金
し
て
い
る
。

・
サ
ー
ビ
ス
の
特
徴
は
従
来
よ
り
安
い

手
数
料
で
、
手
軽
に
、
短
時
間
で
送

金
が
可
能
な
こ
と
。

・
創
始
者
の
二
人
が
イ
ギ
リ
ス
と
エ
ス

ト
ニ
ア
に
在
住
し
て
お
り
、
送
金
手

数
料
が
高
く
て
困
っ
て
い
た
の
が
会

社
設
立
の
き
っ
か
け
。

・
例
え
ば
エ
ス
ト
ニ
ア
（
ユ
ー
ロ
）
か

ら
イ
ギ
リ
ス
（
ポ
ン
ド
）
へ
の
変
換

は
三
〇
秒
程
度
。

・
送
金
は
実
際
に
は
国
際
送
金
を
利
用

せ
ず
、
ユ
ー
ザ
ー
同
士
の
マ
ッ
チ
ン

グ
に
よ
り
、
国
内
取
引
で
決
済
を
行

う
。
こ
れ
に
よ
り
、
安
価
な
手
数
料

に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
手
数
料
も
最
終
的
に
は
銀
行
の
一
〇

分
の
一
を
目
指
し
て
い
る
。

※
レ
ク
チ
ャ
ー
終
了
後
、
視
察
団
か
ら

は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
ア
ン
チ
マ
ネ

ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
の
取
組
に
つ
い
て

な
ど
、
様
々
な
質
問
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

〈
パ
イ
プ
ド
ラ
イ
ブ
社
訪
問
〉

パ
イ
プ
ド
ラ
イ
ブ
社
も
エ
ス
ト
ニ
ア

で
活
躍
す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の

一
つ
で
、
ク
ラ
ウ
ド
を
ベ
ー
ス
に
し
た

Ｃ
Ｒ
Ｍ
（
顧
客
管
理
シ
ス
テ
ム
）
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
パ
イ
プ
ド
ラ
イ
ブ
社

マ

ッ
ク
ス
・
ラ
イ
ト
氏
か
ら
企
業
の
概
要

や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
等
に
つ
い
て
、
ご

説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
レ
ク
チ
ャ
ー
概
要

・
パ
イ
プ
ド
ラ
イ
ブ
社
は
二
〇
一
〇
年

に
起
業
さ
れ
た
。

・
当
初
は
エ
ス
ト
ニ
ア
だ
け
で
事
業
を

展
開
し
て
い
た
が
、
現
在
は
一
七
〇

ヵ
国
、
約
七
万
五
〇
〇
〇
の
顧
客
を

有
す
る
。

・
五
〇
ヵ
国
語
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
お
り
、
内
容
も
国
ご
と
に
ロ
ー
カ

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
。

・
も
と
も
と
セ
ー
ル
ス
マ
ン
を
し
て
い

た
創
始
者
が
、
効
率
的
な
顧
客
管
理

ツ
ー
ル
が
欲
し
い
と
考
え
た
の
が
会

社
設
立
に
つ
な
が
っ
た
。

・
主
な
顧
客
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
ｗ
ｅ

ｂ
関
係
の
企
業
。

・
小
規
模
な
企
業
を
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
て
い
る
。

・
サ
ー
ビ
ス
の
強
み
は
個
々
の
顧
客
の

利
用
に
沿
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や

カ
ス
タ
マ
ー
サ
ポ
ー
ト
。
世
界
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
。

・
モ
バ
イ
ル
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
オ

フ
ラ
イ
ン
で
利
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム

も
提
供
し
て
い
る
。

・
ス
ポ
テ
ィ
フ
ァ
イ
な
ど
他
社
と
開
発

チ
ー
ム
を
作
る
な
ど
し
て
、
更
な
る

発
展
に
努
め
て
い
る
。

※
レ
ク
チ
ャ
ー
終
了
後
、
視
察
団
か
ら

は
、
Ｃ
Ｒ
Ｍ
の
機
能
や
日
本
で
の
事

業
展
開
に
つ
い
て
な
ど
、
様
々
な
質

問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

〈
ｅ‐

エ
ス
ト
ニ
ア
・
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

訪
問
〉

エ
ス
ト
ニ
ア
は
人
口
約
一
三
二
万
人

の
小
国
な
が
ら
、
Ｉ
Ｔ
最
先
端
国
と
し

て
世
界
に
知
ら
れ
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の

構
築
に
お
い
て
先
進
的
な
取
組
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ｅ‐

エ
ス
ト
ニ
ア
・
シ
ョ

ー
ル
ー
ム
は
、
エ
ス
ト
ニ
ア
の
電
子
政

府
の
成
果
を
Ｐ
Ｒ
す
る
公
共
施
設
で
す
。

当
日
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー

イ
ン
ド
レ
ク
・
エ
ニ
ク
氏
か
ら

エ
ス
ト
ニ
ア
の
電
子
政
府
の
取
組
や
成

果
な
ど
に
つ
い
て
、
ご
説
明
い
た
だ
き

ま
し
た
。

◆
レ
ク
チ
ャ
ー
概
要

・
エ
ス
ト
ニ
ア
で
は
、
国
民
ほ
ぼ
全
員

が
電
子
Ｉ
Ｄ
を
保
有
し
て
い
る
。

・
す
で
に
九
九
％
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
が

デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
い
る
。

・
世
界
に
先
駆
け
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん

だ
背
景
と
し
て
、
エ
ス
ト
ニ
ア
は
人

口
密
度
が
低
く
、
国
民
に
サ
ー
ビ
ス

パイプドライブ社にて（マックス氏を囲んで記念撮影）

トランスファーワイズ社にて（同社スタッフと記念撮影）

オフィスの屋上には気分転換の
ための開放的なスペースがある。

（参考）トランスファーワイズ社の送金の仕組
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を
行
き
わ
た
ら
せ
る
た
め
に
は
デ
ジ

タ
ル
化
が
必
須
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
る
。

・
各
種
サ
ー
ビ
ス
はX-road

と
呼
ば

れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
利
用
者
は
、
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
利

用
し
て
専
用
の
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス

す
る
こ
と
で
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
サ
ー
ビ
ス
の
例
と
し
て
、
投
票
（i-

vote

）、
納
税
（e-tax

）、
法
人
設
立

（e-business
register

）
等
が
あ

げ
ら
れ
る
。

・
外
国
人
も
電
子
国
民
（e-Residenc

y

）
と
し
て
登
録
し
、
一
部
の
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
（
法

人
の
設
立
な
ど
）。

・
例
え
ば
、e-Residency

に
登
録
し

エ
ス
ト
ニ
ア
で
起
業
す
れ
ば
、
Ｅ
Ｕ

圏
五
億
人
の
市
場
に
入
る
こ
と
が
で

き
る
。

・
日
本
人
も
既
に
約
一
九
〇
〇
人
がe

-Residency

に
登
録
し
、
う
ち
約

一
一
〇
名
は
法
人
を
設
立
し
て
い
る
。

・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
連
携
し
て
サ
ー
ビ

ス
の
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、

今
も
5
Ｇ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
導
入
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど

を
試
験
的
に
実
施
し
て
い
る
。

・
先
進
的
な
取
組
の
導
入
に
は
抵
抗
も

あ
る
が
、
利
便
性
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

で
誘
導
し
て
国
民
に
協
力
を
求
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

※
レ
ク
チ
ャ
ー
終
了
後
、
視
察
団
か
ら

は
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
効
果
や
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
に
つ
い
て
な
ど
、
様
々
な
質

問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

《
ラ
ト
ビ
ア
編
》

【
概
要
（
基
礎
デ
ー
タ
）】

エ
ス
ト
ニ
ア
か
ら
飛
行
機
に
乗
り
込

み
、
隣
国
の
ラ
ト
ビ
ア
に
向
か
い
ま
し

た
。ラ

ト
ビ
ア
は
、
バ
ル
ト
三
国
の
一
つ

で
、
リ
ト
ア
ニ
ア
と
エ
ス
ト
ニ
ア
の
間

に
位
置
す
る
共
和
制
国
家
で
す
。
広
大

な
森
林
が
特
徴
で
あ
り
、
林
業
が
盛
ん

で
す
。

�
人
口
�
約
二
一
一
万
人

（
二
〇
一
八
年
一
月
時
点
）

�
面
積
�
約
六
・
五
万
㎢

（
日
本
の
約
六
分
の
一
）

�
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
�
三
〇
二
億
ド
ル

（
二
〇
一
七
年
）

�
首
都
�
リ
ガ

�
言
語
�
ラ
ト
ビ
ア
語

（
英
語
・
ロ
シ
ア
語
な
ど
も

使
わ
れ
る
）

〈
ア
エ
ロ
ー
ン
ズ
社
訪
問
〉

ア
エ
ロ
ー
ン
ズ
社
は
、
ま
だ
規
模
は

小
さ
い
な
が
ら
、
ハ
イ
パ
ワ
ー
ド
ロ
ー

ン
と
い
う
世
界
的
に
見
て
も
新
し
い
分

野
で
ド
ロ
ー
ン
の
開
発
・
販
売
な
ど
を

行
い
、
注
目
を
集
め
る
企
業
で
す
。

当
日
は
、
ア
エ
ロ
ー
ン
ズ
社

ヤ
ヌ

ス
・
プ
ト
ラ
ム
ス
氏
か
ら
企
業
の
概
要

や
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、
ご
説
明
い

た
だ
き
ま
し
た
。

◆
レ
ク
チ
ャ
ー
概
要

・
ア
エ
ロ
ー
ン
ズ
社
は
、
二
〇
一
五
年

に
創
業
さ
れ
た
ば
か
り
の
企
業
。

・
始
め
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
使
っ
た
シ
ス
テ
ム

開
発
の
会
社
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

・
現
在
は
、
重
い
物
も
運
べ
る
「
ハ
イ

パ
ワ
ー
ド
ロ
ー
ン
」
の
開
発
・
販
売

を
主
な
事
業
と
し
て
い
る
。

・
最
大
で
二
五
〇
㎏
ま
で
持
ち
上
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。

・
ハ
イ
パ
ワ
ー
ド
ロ
ー
ン
の
用
途
は
消

火
活
動
用
、
救
助
用
、
高
層
ビ
ル
清

掃
用
等
様
々
な
も
の
が
想
定
で
き
る
。

・
い
ず
れ
も
作
業
に
あ
た
る
者
に
危
険

が
及
び
う
る
業
務
で
あ
る
が
、
ド
ロ

ー
ン
に
代
替
す
る
こ
と
で
こ
の
問
題

の
解
消
に
も
つ
な
が
る
。

・
現
在
は
風
力
発
電
所
の
管
理
維
持
業

務
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

・
発
電
所
の
管
理
維
持
業
務
に
ド
ロ
ー

ン
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
従
来
の
二

〇
倍
の
ス
ピ
ー
ド
で
、
従
業
員
を
危

険
に
さ
ら
す
こ
と
な
く
、
五
分
の
一

の
費
用
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
で
き
る
。

・
全
世
界
に
は
七
〇
万
の
風
力
発
電
用

タ
ー
ビ
ン
が
あ
る
。

・
こ
の
管
理
維
持
を
ハ
イ
パ
ワ
ー
ド
ロ

ショールーム展示を見学する視察団

e‐エストニア・ショールームにて
（インドレク氏を囲んで記念撮影）

ハイパワードローンの実物 ラトビア新市街には独立を記念するモニュメント
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ー
ン
に
代
替
す
る
コ
ス
ト
は
一
基
あ

た
り
約
二
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
。
世
界
で

十
四
億
ユ
ー
ロ
の
市
場
に
な
り
え
る
。

・
ま
ず
は
風
力
発
電
関
連
事
業
で
力
を

蓄
え
、
他
分
野
に
事
業
を
展
開
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

・
現
段
階
で
も
多
く
の
注
文
を
受
け
て

い
る
が
、
ま
だ
会
社
の
規
模
が
小
さ

く
、
全
て
に
速
や
か
に
は
対
応
で
き

な
い
。

・
現
在
は
単
独
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
と

い
う
よ
り
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ

ー
を
探
し
て
い
る
。

※
レ
ク
チ
ャ
ー
終
了
後
、
視
察
団
か
ら

は
、
悪
環
境
下
を
含
め
た
ド
ロ
ー
ン

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
性
能
に
つ
い
て
な

ど
、
様
々
な
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

〈
お
わ
り
に
〉

今
回
の
視
察
で
訪
れ
た
三
ヵ
国
は
、

い
ず
れ
も
小
規
模
な
国
々
で
し
た
。
し

か
し
、
い
ず
れ
の
国
々
も
特
徴
的
な
発

展
を
遂
げ
て
い
ま
し
た
。

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
と
観
光
産
業
の
振
興
に
よ

り
独
自
の
経
済
発
展
を
遂
げ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
エ
ス
ト
ニ
ア
や
ラ
ト
ビ
ア

で
は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
が
活
躍

し
て
い
ま
し
た
。
特
に
、
Ｉ
Ｔ
立
国
を

国
策
と
し
て
進
め
る
エ
ス
ト
ニ
ア
で
は

電
子
政
府
の
取
組
が
特
徴
的
で
し
た
。

日
本
と
は
異
な
る
各
国
の
経
済
や
文

化
に
触
れ
、
様
々
な
視
点
か
ら
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
有
意
義

な
視
察
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

視 察 団 参 加 者 名 簿 （敬称略／順不同）

氏名 所属・役職名 氏名 所属・役職名

上條 正仁 株式会社埼玉りそな銀行
シニアアドバイザー 大村 相哲 大村商事株式会社 代表取締役

細沼 哲夫 日本伸管株式会社 代表取締役会長 藤倉 広幸 AGS株式会社 取締役専務執行役員
事業推進本部長

藤池 誠治 株式会社デサン 代表取締役会長 土井 仁 りそなカード株式会社 専務取締役

利根 忠博 一般社団法人埼玉県経営者協会
名誉会長 早崎 寛 ティ・シィ・アイジャパン株式会社

代表取締役

荻野 芳朗 株式会社ピックルスコーポレーション
代表取締役会長 廣澤 健一 一般社団法人埼玉県経営者協会

常務理事

小髙 富士夫 むさし証券株式会社 取締役社長 白井 智也 一般社団法人埼玉県経営者協会
研究主幹

川鍋 宏 株式会社タムロン 専務取締役 田村 洋祐 一般社団法人埼玉県経営者協会
主任研究員

戸所 邦弘 富士倉庫運輸株式会社 取締役社長

ハイパワードローンを囲んで記念撮影

ドローンの説明を受ける視察団ドローン操作リモコン説明の様子

空港での解団式を終え、帰路に就く視察団
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PPhhoottoo AAllbbuumm
アイスランド

シンクヴェトリル国立公園にて記念撮影

ハットルグリムス教会は高さ74．5m。
アイスランドで最も高い建造物。

アイスランドは非常に物価が
高い。スーパーではサンドイ
ッチが1399クローナ（約1400
円）で販売されていた。

国土の大半が溶岩地帯。郊外には、地表をコケ
など背の低い植物で覆われた大地が広がる。

レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
一
番
の
繁
華
街
ロ
イ
ガ

ヴ
ェ
ー
グ
ル
通
り
。
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は

白
夜
。
夜
一
〇
時
を
過
ぎ
て
も
青
空
が

の
ぞ
く
。

独立を目指すエストニア国民は
「歌」でお互いを励まし合った。
視察団もガイドのミリャムさん
の歌声に耳を傾ける。

旧市街ラエコヤ広場は、下町の中心。出店が
立ち並び、観光客で賑わう。

ダウガヴァ川に沈む夕日

旧市街展望台にて記念撮影

旧市街市庁舎広場、ブラックヘッド聖堂前
にて記念撮影

エストニア

ラトビア

旧
市
街
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ

ー
ト
、
ヴ
ィ
ル
通
り
入
口

の
ヴ
ィ
ル
門
。

ト
ラ
ム
（
路
面
電
車
）
は
、

重
要
な
交
通
手
段

遊覧船での市内視察

ア
ル
ベ
ル
ダ
通
り
に
は
、

ユ
ー
ゲ
ン
ト
シ
ュ
テ
ィ
ー

ル
建
築
が
立
ち
並
ぶ
。日本人観光客も多く、日本

料理店も見受けられた。
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